
2023年度 初級雪山修了山行 八ヶ岳（硫黄岳）  

 

山行日 2024年 2月 10日(土)夜発～12日(月祝)  

メンバー ＣＬ 安全・教育部部長 Iさん ＳＬ記録 安全・教育部 Kさん  

初級雪山教室参加者 ここゆめ班 S.Yさん・S.Eさん シリウス班 Nさん 

弥生班 Y.Kさん 

 安全・教育部 Kさん（記述） 

コース（行程）10 日 23：00 和歌山発   

11 日(日) 07：00 美濃戸口Ｐ発 1490ｍ〜08：30 美濃戸山荘北沢分岐 1720ｍ 

〜10：40 全員で途中氷瀑見学〜12：50 行者小屋〜13：50 赤岳鉱泉着 2220ｍ 

12 日(月祝) 07：30 赤岳鉱泉発 2220ｍ〜09：30 赤岩の頭〜10：15 硫黄岳〜12：00 赤岳鉱泉 2220ｍ   

〜14：20 美濃戸山荘〜15：30 美濃戸口 駐車場着〜16：50 もみの湯発〜23：30 和歌山着 解散 

      

1日目 美濃戸口駐車場を出発後 約 3時間半  でっかい氷瀑（大滝）に到着 左上に

アイスクライミングをされている

方が写っています。 

 

この大滝に来る途中 小滝があ

ります。 

小滝でも数組のクライマーが楽

しまれていました。 

でも滝の周辺は一段と寒い。 

 

天気は快晴 氷瀑に空の青さが

映えて 一段ときれいな青さに感

じます。 

 

 

ここまで来ると後 30 分程度で

行者小屋です。 

 

真っ青な空と 真っ白な雪 

それしかありません。 

 

そんな中ひたすら歩きます。 

今回は全員（私も含め）遅れること

なく歩けています。素晴らしです。 

 

 



2日目 硫黄岳に向かいます。 

 

 

樹林帯を抜け、 

稜線に出る一歩手前です。 

 

この時 先の稜線で風に

雪が飛ばされている。 

稜線は非常な強風なのだ

と気づくべきでした。 

 

 

そしてこの場所で、全員

目出し帽着用等 服装のチ

ェックと、強風時の耐風姿

勢と 強風時の歩き方を 

 レクチャー出来なかったのが残念です。 強風の中で少ししましたが・・・ 

 

 今回は、何ら事故にはならなかったですが、もう少し風が強かったら転倒されて滑落され

た方が出たかも知れまません。 

 

 全員無事下山できて本当に良かったです。 

非常な強風の中 何度戻ろうと言おうとしたことか・・・ 

 

次回は練習をして全員赤岳に行きましょう！！ 

今回は 多数のご参加ありがとうございました。 

 

でも本当に本当に稜線は寒かったですね。 

山頂手前 風裏でお日さんがほっこり暖かい場所が有ってホッとできてうれしかったです。 

ありがとうございました。 

                     安全・教育部 K 

 

 


